
（
一
社
）北
九
州
市
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
　

会
長
　
松
尾
　
禎
泰

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
会

員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
春
を
迎
え
ら
れ

益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
元
日
に
令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
が
発
生
し
、
9
月
に
は
令

和
6
年
9
月
能
登
半
島
豪
雨
が
発
生
い
た
し
ま
し
た
。
度
重
な
る
自
然
災
害
に

被
災
さ
れ
た
方
々
の
一
日
も
早
い
復
興
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
気

象
的
に
は
、
2
年
続
い
て
記
録
的
猛
暑
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
年
末
に
は

大
寒
波
に
襲
わ
れ
、
東
北
地
方
で
は
記
録
的
大
雪
と
な
り
ま
し
た
。
日
本
の
気

候
が
変
化
し
て
、
四
季
が
消
え
か
け
て
い
ま
す
。
日
本
列
島
周
辺
の
海
水
温
上

昇
に
よ
る
影
響
と
考
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
地
球
温
暖
化
に
対
す
る
対
策
の
必

要
性
を
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

我
々
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
取
り
巻
く
状
況
も
更
に
厳
し
い
も
の
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
令
和
7
年
度
は
、
日
本
人
の
5
分
の
1
が
75
歳
以
上
の
後
期
高

齢
者
と
な
り
、
働
き
手
不
足
へ
の
対
応
が
早
急
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
ま

で
は
、
定
年
後
の
再
雇
用
な
ど
で
人
数
の
減
少
を
食
い
止
め
て
き
ま
し
た
が
、

若
い
人
材
確
保
の
た
め
の
施
策
が
必
要
と
な
っ
て
来
て
お
り
ま
す
。
働
き
方
改

革
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
新
４
Ｋ（
給
与
・
休
憩
・
希
望
・
か
っ
こ
い
い
）
の
早

期
実
現
が
必
須
で
す
。
政
府
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
担
い
手
・

地
域
の
守
り
手
で
あ
る
建
設
業
等
が
そ
の
役
割
を
果
た
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、

担
い
手
確
保
・
生
産
性
向
上
・
地
域
に
お
け
る
対
応
力
強
化
を
目
的
に
、
令
和

6
年
6
月
に
第
3
次
担
い
手
3
法
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
当
協
会
も
生
産
性
向

上
の
為
に
、
ド
ロ
ー
ン
やB

IM
/
C

IM

の
活
用
、
イ
ン
フ
ラ
部
門
の
Ｄ
Ｘ（
Ｉ
Ｃ

Ｔ
施
工
の
推
進
等
）活
用
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
北
九
州
市
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
令
和
６
年
３
月
に
、
新
ビ
ジ
ョ
ン（
北
九
州
市
基
本
構
想
・
基
本
計

画
）
を
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
目
指
す
都
市
像
や
重
点
戦
略
を
掲
げ
た
基
本
構
想
、

及
び
そ
の
実
現
に
向
け
た
主
要
な
政
策
を
体
系
的
に
掲
げ
た
、
２
０
４
0
年
を

目
標
年
次
と
す
る
基
本
計
画
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

や
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
な
ど
新
し
い
官
民
連
携
の
形
が
推
奨
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

Ｋ
Ｃ
Ｃ
も
技
術
者
集
団
と
し
て
遅
れ
る
こ
と
な
く
新
し
い
技
術
を
身
に
着
け
北

九
州
市
様
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
基
盤
整
備
へ
の
専
門
家
と
し

て
の
技
術
を
発
揮
し
な
が
ら
、
今
後
の
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
を
し
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
皆
様
の
益
々
の
ご
活
躍
と
ご
発
展
を
祈
念
致
し
ま
し
て
年
頭
の
ご

挨
拶
と
致
し
ま
す
。

（株）太平設計　笠井春生氏　撮影『激流に　耐えてふんばり　人つなぐ』山国川（令和 4 年度土木遺産に認定）

新
年
の

ご
挨
拶
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た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

滑
走
路
３
，
０
０
０
ｍ
化
を
着
工
し
た

北
九
州
空
港
を
は
じ
め
陸
・
海
・
空
の

あ
ら
ゆ
る
ア
ク
セ
ス
が
充
実
し
、
中
小

を
含
め
た
幅
広
い
企
業
が
集
積
し
技
術

力
が
あ
る
こ
と
や
、
年
間
３
，
０
０
０

人
も
の
理
工
系
人
材
の
輩
出
力
を
有
す

る
こ
と
、
そ
し
て
、
地
震
な
ど
災
害
の

発
生
が
少
な
い
エ
リ
ア
で
あ
る
こ
と
、

人
情
に
溢
れ
豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
生

活
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
様
々
な
規
制
緩
和
に
も
取
り

組
み
、
経
済
の
活
性
化
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
地
域
未
来
投
資
促
進
法
を
活
用

し
た
産
業
用
地
の
確
保
、
若
松
北
海
岸

の
観
光
地
化
に
向
け
た
規
制
緩
和
や
、

コ
ク
ラ
・
ク
ロ
サ
キ
リ
ビ
テ
ー
シ
ョ
ン

で
の
容
積
率
の
緩
和
な
ど
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

そ
し
て
、「
人
」や「
モ
ノ
」の
流
れ
を

作
る
と
い
う
こ
と
に
も
大
き
な
展
開
が

み
ら
れ
ま
し
た
。
6
月
の「
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
ネ
ー
シ
ョ
ン
ズ
リ
ー
グ
」
に
始

ま
り
、「
パ
ル
ク
ー
ル
世
界
選
手
権
」、

「
卓
球
Ｗ
Ｔ
Ｔ
フ
ァ
イ
ナ
ル
ズ
」
の
開

催
な
ど
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
目
白
押

し
の
中
で
、
北
九
州
市
な
ら
で
は
の
エ

コ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
大
会
運
営
も
含

め
、
国
内
外
か
ら
大
き
な
注
目
を
集
め

ま
し
た
。

こ
の
勢
い
を
さ
ら
に
増
し
て
い
く
た

め
に
、
２
０
２
５
年
は「
女
性
」
と「
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
新
た

な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

「
女
性
が
活
躍
し
や
す
い
ま
ち
、
コ
ン

フ
ォ
ー
ト
な（
心
地
よ
い
）
ま
ち
」
や
、

環
境
先
進
都
市
と
し
て
の
蓄
積
に
裏
付

け
さ
れ
た「
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
シ
テ
ィ
」
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。
　

ま
た
、
少
子
高
齢
化
の
先
進
都
市
と

し
て
、
社
会
課
題
の
解
決
に
果
敢
に
挑

戦
し
、
日
本
そ
し
て
世
界
に
存
在
感
を

示
し
、
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
役
割
を
果

た
し
て
い
き
ま
す
。

ワ
ク
ワ
ク
す
る
北
九
州
市
の
未
来
に

ぜ
ひ
期
待
し
、
注
目
し
て
く
だ
さ
い
。

結
び
に
、
皆
様
方
の
ま
す
ま
す
の
ご

発
展
と
、
今
年
一
年
が
明
る
く
実
り
多

き
年
と
な
る
こ
と
を
祈
念
し
て
、
年
頭

の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

北
九
州
市
長
　
　
武
内
　
和
久

 

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

北
九
州
市
は
昨
年
9
月
に「
5
つ
の

過
去
最
高
」
を
発
表
し
ま
し
た
。
企
業

誘
致
に
よ
る
投
資
額
、
北
九
州
港
フ
ェ

リ
ー
貨
物
量
、
小
倉
城
入
場
者
数
、
ふ

る
さ
と
納
税
寄
附
額
、
市
税
収
入
の
す

べ
て
が
過
去
最
高
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
北
九
州
市
が
持
つ
人
と
人
と
の

「
つ
な
が
り
」、
熱
い「
情
熱
」、
そ
し

て
、
確
か
な「
技
術
」力
の
賜
物
だ
と
感

謝
し
て
い
ま
す
。

一
年
を
振
り
返
る
と
、
Ｉ
Ｔ
企
業
や

半
導
体
関
連
な
ど
の
未
来
産
業
の
誘

致
・
進
出
が
進
み
、
7
月
に
竣
工
し
た

オ
フ
ィ
ス
ビ
ル「B

IZ
IA

 K
O

K
U

R
A

」

で
は
、
多
く
の
方
が
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

を
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
影
響

も
あ
り
、
人
口
の
社
会
動
態
は
、
1
月

か
ら
の
累
計
値
が
11
月
末
時
点
で
プ
ラ

ス
値
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

１
９
６
４
年
以
来
60
年
ぶ
り
の
高
水
準

で
す
。

企
業
の
進
出
や
人
の
流
入
が
進
ん
で

い
る
背
景
に
は
、
北
九
州
市
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
見
え
る
化
し
、
活
用
し
て
き

予算、決算、受託業務の協議

総会（正会員 24 社）総会（正会員 24 社）

1.  KCC 会員名簿、会報の発行
2.  会員の厚生活動の計画

① 広報部会　　② 厚生部会

総務委員会総務委員会

【 総務委員会構成 】
① 建設部会　　② 上水道部会
③ 下水道部会　④ 都市計画部会

【 技術委員会構成 】

隔月、運営会議、部会行事の決定

理事会（理事 8 名　監事 1 名）理事会（理事 8 名　監事 1 名）

1.  技術研修会・視察研修の開催
2.  KCC 委託業務の執行

技術委員会技術委員会

総　会
理事会
総　会
理事会

活
動
組
織
の
概
要

活
動
組
織
の
概
要

KCC
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建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
は
、
建

設
さ
れ
る
施
設
の
品
質
と
コ
ス
ト
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
た
め
、
高
度
な
技

術
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
更
に
、
頻
発

す
る
自
然
災
害
や
社
会
資
本
の
老
朽
化

な
ど
山
積
す
る
社
会
的
課
題
の
解
決
に

向
け
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

協
会
で
は
、
共
益
的
視
点
か
ら
社
会

資
本
の
整
備
保
全
に
貢
献
す
る
た
め
、

継
続
的
に
技
術
の
改
善
、
人
材
育
成
に

注
力
し
て
い
ま
す
。

（
一
） 

技
術
者
・
社
員
数

協
会
・
正
会
員
の
技
術
者
数
は
、

（
北
九
州
市
内
の
事
業
所
配
属
数
・
令

和
6
年
10
月
1
日
現
在
）
４
９
０
名
で

す
。同

様
に
、
事
務
職
社
員
は
93
名
、
総

数
５
８
３
名
で
す
。

一
つ
の
企
業
体
と
し
て
俯
瞰
す
れ
ば
、

市
内
有
数
の
大
企
業
と
も
言
え
ま
す
。

（
二
） 

技
術
者
の
資
格
保
有
状
況

保
有
す
る
資
格
は
、
技
術
士
、、
Ｒ

Ｃ
Ｃ
Ｍ
、
下
水
道
技
術
検
定
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
診
断
士
、
道
路
橋
点
検
士
を
は

じ
め
、
測
量
、
土
木
施
工
管
理
技
士
等

な
ど
多
岐
に
亘
り
ま
す
。

こ
の
中
か
ら
、
取
得
者
の
多
い
、
主

な
資
格
は
次
表
の
と
お
り
で
す
。

（
一
） 

災
害
時
支
援
・
協
力
協
定

Ｋ
Ｃ
Ｃ
で
は
、
平
成
30
年
10
月
に
北

九
州
市
と
、『
災
害
時
に
お
け
る
災
害

応
急
対
策
業
務
の
支
援
に
関
す
る
協
定

書
』、
令
和
4
年
3
月
に
北
九
州
市
上

下
水
道
局
と
、『
災
害
時
に
お
け
る
上

下
水
道
施
設
の
技
術
支
援
協
力
に
関
す

る
協
定
』
を
、
そ
れ
ぞ
れ
締
結
し
て
い

ま
す
。

こ
れ
ら『
支
援
・
協
力
協
定
』に
基
づ

き
、
こ
れ
ま
で
、
豪
雨
災
害
に
よ
る
被

害
に
対
す
る
補
修
工
法
の
検
討
な
ど
、

災
害
応
急
対
策
業
務
の
支
援
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

令
和
２
年
７
月
豪
雨
で
は
２
件
、
令

和
３
年
８
月
豪
雨
で
は
２
件
、
令
和
５

年
６
月
末
～
７
月
豪
雨
で
は
５
件
の
災

害
時
支
援
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

令
和
6
年
度
は
、
7
月
豪
雨
で
発
生

し
た
公
園
内
遊
歩
道
の
災
害
対
策
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

令
和
6
年
7
月
16
日（
火
）午
後
、
要

請
か
ら
約
3
時
間
と
、
短
時
間
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
正
会
員
5
社（
名
簿
順

に
、
㈱
ア
ル
フ
ァ
、
九
州
コ
ク
ド
㈱
北

九
州
事
務
所
、
㈱
東
亜
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
北
九
州
営
業
所
、
㈱
福
山
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
北
九
州
本
社
、
㈱
松
尾
設
計
）が

対
応
可
能
と
の
回
答
を
頂
き
ま
し
た
。

速
や
か
に
北
九
州
市
に
報
告
し
た
結

果
、
市
か
ら
㈱
東
亜
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

北
九
州
営
業
所
に
支
援
要
請
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

同
会
員
は
、
迅
速
に
市
と
協
議
を
重

ね
、
災
害
復
旧
に
向
け
た
設
計
を
行
い

ま
し
た
。
市
は
こ
の
成
果
を
踏
ま
え
、

10
月
初
旬
に
は
財
政
措
置
の
手
続
き
を

整
え
、
10
月
末
に
は
工
事
発
注
に
至
っ

た
と
の
こ
と
で
す
。
現
在
、
年
度
末
の

完
了
を
目
途
に
、
順
調
に
工
事
は
施
工

さ
れ
て
い
ま
す
。

（
二
） 

調
査
等
検
討
事
業

北
九
州
市
が
実
施
す
る
構
造
物
の
設

計
指
針
改
訂
、
維
持
管
理
計
画
策
定
な

ど
の
業
務
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
、
協

会
の
共
益
的
な
立
場
か
ら
業
務
を
受
託

し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
業
務
が
適
切
か
つ
円
滑
に
実
施
で
き

る
環
境
づ
く
り
に
、
地
元
企
業
団
体
と

し
て
の
役
割
を
果
た
せ
た
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

令
和
6
年
度
は
、
北
九
州
市
上
下
水

道
局
か
ら「
下
水
道
施
設
コ
ン
ク
リ
ー

ト
防
食
指
針（
案
）
改
訂
業
務
」
を
受
託

し
て
い
ま
す
。

こ
の
業
務
は
、
最
後
の
改
訂
が
平
成

22
年
度
と
な
っ
て
い
る『
下
水
道
施
設

コ
ン
ク
リ
ー
ト
防
食
指
針（
案
）』
に
つ

い
て
、
準
拠
し
て
い
る
基
準
の
改
訂
に

合
わ
せ
て
そ
の
内
容
を
調
整
・
見
直
す

も
の
で
す
。

併
せ
て
、「
管
更
生
工
事
設
計
積
算

基
準
」
に
お
い
て
も
、
防
食
工
法
に
か

か
わ
る
項
目
を
修
正
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

こ
の
業
務
は
、
下
水
道
部
会
に
所
属

す
る
正
会
員
9
社（
名
簿
順
に
、
㈱
旭

技
研
設
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
㈱
ウ
エ

ダ
、
九
和
設
計
㈱
、
計
測
検
査
㈱
、
㈱

吾
水
総
合
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
㈱
太
平

設
計
、
日
興
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
㈱
、
北

九
設
計
㈱
、
㈱
松
尾
設
計
）が
連
携
し
、

役
割
分
担
を
決
め
、
令
和
7
年
2
月
末

の
期
限
に
向
け
て
、
鋭
意
、
作
業
を
進

め
て
い
ま
す
。

（
三
） 

技
術
研
修
会

技
術
研
修
会
は
、
Ｋ
Ｃ
Ｃ
発
足
時
か

ら
綿
々
と
続
く
重
要
な
事
業
で
、
昭
和

62
年
7
月
に
第
1
回
技
術
研
修
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
技
術
委
員
会
・
専
門
部

会
に
よ
る
研
修
企
画
立
案
、
賛
助
会
員

か
ら
の
情
報
提
供
な
ど
を
踏
ま
え
、
設

計
技
術
、
並
び
に
、
建
設
工
法
や
材
料

知
識
の
習
得
な
ど
を
目
的
に
、
年
間
3

回
～
4
回
程
度
の
頻
度
で
開
催
し
て
い

ま
す
。

令
和
6
年
度
の
実
施
状
況
は
次
の
と

『
資
格
』は
客
観
的
な
技
術
力
の
裏
付

け
と
な
り
、
社
会
的
な
信
用
度
を
保
ち

ま
す
。
ま
た
、
技
術
者
自
身
の
や
り
が

い
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
繋
が
る
と
と
も

に
、
会
社
、
さ
ら
に
は
、
協
会
を
魅
力

あ
る
集
団
と
し
て
発
展
さ
せ
る
原
動
力

と
な
り
ま
す
。

お
り
で
す
。

◇
第
1
回
　

6
月
26
日
開
催

参
加
者
数
　
40
名

　
① 

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト

に
お
け
る
低
炭
素
化
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

　
② 

国
産
れ
ん
が
　
発
祥
か
ら
現
代

ま
で

　
③ 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
健
康

寿
命
を
延
ば
す
Ｊ
―
テ
ィ
フ
コ

ム
に
つ
い
て

◇
第
2
回
　

7
月
26
日
開
催

参
加
者
数
　
42
名

　
① 

水
道
管
路
に
お
け
る
水
理
設
計

に
つ
い
て

　
② 

ダ
ク
タ
イ
ル
鉄
管
の
管
路
設
計

に
つ
い
て

◇
第
3
回
　
10
月
30
日
開
催

参
加
者
数
　
39
名

　
① 

ダ
ク
タ
イ
ル
鉄
管
管
路
の
設
計

演
習（
座
学
・
演
習
）

◇
第
4
回
　
10
月
31
日
開
催

参
加
者
数
　
16
名

　
① 

橋
台
背
面
Ｆ
Ｃ
Ｂ
工
法
盛
土
の

Ｆ
Ｅ
Ｍ
解
析
に
よ
る
耐
震
性
能

検
証

　
② 

乾
式
吹
付
工
法
、
劣
化
し
た
橋

梁
床
版
上
面
補
修
材
に
つ
い
て

　
③ 

Ｓ
Ｐ
Ｒ
―
Ｓ
Ｅ
工
法
エ
キ
ス
パ

ン
ド
タ
イ
プ
に
よ
る
下
水
道
管

に
お
け
る
自
立
管
構
築
に
つ
い

て

資格分類

建設部門
上下水道部門
総合技術監理部門
その他

有資格者
数（延数）

技術士（認定・技術士補を含む） 152
80
49
16
7

168
51
42
57

RCCM
下水道技術検定（一種・二種・三種）
コンクリート（診断士・構造診断士・プレコン）
道路橋点検士（研修修了者を含む）

正
会
員
の
技
術
者

正
会
員
の
技
術
者
490

KCC

名

令
和
６
年
度
の
活
動

令
和
６
年
度
の
活
動

KCC
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た
。軟

弱
地
盤
対
策
に
つ
い
て
で
は
、
構

造
物
と
の
取
合
部
や
硬
い
地
盤
か
ら
柔

ら
か
い
地
盤
へ
地
層
が
変
化
す
る
箇
所

で
は
、
継
ぎ
輪
を
2
箇
所
以
上
設
置
し

地
盤
の
変
化
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
設

計
が
望
ま
し
い
と
の
説
明
を
受
け
た
。

継
ぎ
輪
が
拘
束
長
の
範
囲
内
に
入
る
際

に
は
、
通
常
Ｇ
Ｘ
形
の
管
で
はG

-L
in

k

を
用
い
て
離
脱
防
止
を
行
う
がG

-L
in

k

で
は
継
ぎ
輪
の
受
け
口
に
遊
び
が
な
く

な
る
た
め
、
別
途
製
品
で
あ
る
離
脱
防

止
の
製
品
を
使
用
す
れ
ば
遊
び
が
あ
る

と
教
え
て
い
た
だ
き
今
後
の
業
務
に
活

か
せ
る
と
思
っ
た
。

管
設
計
上
の
留
意
点
に
つ
い
て
で

は
、
切
管
の
最
小
長
さ（
１
m
か
呼
び

径
の
長
い
方
）
や
継
ぎ
輪
に
異
形
管
を

接
続
す
る
事
は
で
き
な
い
事
や
、
一
体

化
長
さ
が
長
く
な
り
す
ぎ
る
と
管
路
の

多
く
が
離
脱
防
止
継
手
に
よ
る
剛
構
造

管
路
と
な
る
た
め
、
地
震
な
ど
に
よ
る

地
盤
の
変
動
に
対
応
で
き
な
く
な
る
た

め
、
防
護
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
使
用
し
て

剛
構
造
管
路
を
減
ら
す
方
法
に
つ
い
て

説
明
が
あ
っ
た
。

最
後
の
管
路
諸
元
と
管
割
図
の
作
成

に
つ
い
て
で
は
、
図
面
や
管
材
の
名

称
、
管
路
諸
元
な
ど
の
図
面
に
つ
い
て

の
基
本
的
な
部
分
に
つ
い
て
説
明
が
行

わ
れ
た
。

今
回
の
講
習
を
受
け
て
理
解
し
て
い

る
部
分
に
つ
い
て
は
、
再
確
認
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
た
、
知
ら
な
か
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
今
後
の
仕
事
に
役
立
つ
講

習
会
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

次
回
開
催
の
技
術
講
習
会
に
も
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

最
後
に
今
回
講
師
を
し
て
い
た
だ
い

た
日
本
ダ
ク
タ
イ
ル
鉄
管
協
会
　
吉
村

充
様
、
技
術
研
修
会
を
開
催
し
て
い
た

だ
い
た
北
九
州
市
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
協
会
及
び
関
係
者
の
方
々
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。

事
務
局
だ
よ
り

事
務
局
だ
よ
り

●
社
名
の
変
更

極
水
設
計
株
式
会
社
は
、
令
和
6
年

7
月
1
日
付
で
、
九
州
コ
ク
ド
株
式
会

社
に
名
称
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

つ
ぶ
や
き

つ
ぶ
や
き

広
報
部
員

広
報
部
員

皆
さ
ん
は「
最
近
、
物
忘
れ
が
多
く

な
っ
た
な
～
」
と
感
じ
て
い
る
方
は
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。
私
は
と
て
も
感

じ
て
い
ま
す
。

「
人
の
名
前
が
出
て
こ
な
い
」「
あ

れ
？
何
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
っ
け
？
」

と
立
ち
止
ま
る
こ
と
等
々
。
そ
の
対
策

に
、
メ
モ
し
た
り
、
ア
ラ
ー
ム
を
設
定

し
た
り
す
る
の
で
す
が
、
そ
れ
を
忘
れ

て
し
ま
う
始
末
。
自
分
の
記
憶
が
信
用

で
き
な
い
、
永
遠
の
追
い
か
け
っ
こ
で

す
。し

か
し
、
忘
れ
る
と
い
う
機
能
が
人

か
ら
無
く
な
っ
た
ら
、
ち
ょ
っ
と
辛
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
嫌
な
記
憶
は
忘
れ

た
い
も
の
で
す
。
忘
れ
た
い
こ
と
は
消

し
去
っ
て
、
覚
え
て
お
き
た
い
こ
と
は

ず
っ
と
記
憶
で
き
た
ら
、
ど
ん
な
に
良

い
で
し
ょ
う
。

記
憶
力
を
上
げ
る
方
法
と
し
て
、
マ

イ
ナ
ス
思
考
な
言
葉
を
使
わ
な
い
と
い

う
方
法
が
あ
る
そ
う
で
す
。
他
に
も

「
声
に
出
す
」
方
法
や
、
青
魚
に
含
ま

れ
る「
Ｄ
Ｈ
Ａ
」を
摂
取
し
た
り
、
体
を

動
か
し
て
脳
の
血
流
を
改
善
し
た
り
と

い
ろ
ん
な
方
法
が
あ
る
の
で
、
物
忘
れ

に
お
悩
み
の
方
は
試
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

㈱
太
平
設
計
　
坂
本
妙
子

明
を
受
け
水
理
計
算
の
必
要
性
に
つ
い

て
の
説
明
を
受
け
た
。

水
理
公
式
で
は
ヘ
ー
ゼ
ン
・
ウ
ィ
リ

ア
ム
ス
の
公
式
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ

た
。水

撃
圧
の
説
明
で
は
、
ウ
ォ
タ
ー
ハ

ン
マ（
水
撃
作
用
）が
ど
の
よ
う
に
し
て

発
生
す
る
の
か
。
ま
た
、
水
撃
圧
対
策

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

第
2
部
で
は
、「
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄

管
の
管
路
設
計
に
つ
い
て
」
と
題
し
、

管
厚
計
算
、
異
形
管
防
護
、
付
属
設

備
、
軟
弱
地
盤
対
策
、
配
管
設
計
上
の

留
意
点
、
管
路
諸
元
と
管
割
図
の
作
成

に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
た
。

管
厚
計
算
で
は
、
管
種
の
選
定
に
お

い
て
の
計
算
を
教
わ
っ
た
。
北
九
州
市

で
は
、
設
計
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ
り
、
管

種
の
選
定
に
つ
い
て
は
、
決
ま
り
が
あ

る
た
め
管
厚
計
算
を
行
っ
た
こ
と
が
な

か
っ
た
た
め
、
別
の
自
治
体
の
業
務
を

す
る
際
は
、
と
て
も
参
考
に
な
っ
た
。

異
形
管
防
護
に
つ
い
て
は
、
不
平
均

力
が
発
生
す
る
場
所
、
不
平
均
力
対
策

が
不
十
分
で
あ
っ
た
場
合
の
影
響
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
、
主
な
異
形
管
防
護

方
法
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

私
は
、
6
年
程
設
計
の
仕
事
を
し
て

お
り
、
異
形
管
防
護
に
つ
い
て
も
設
計

の
た
び
に
検
討
を
し
て
い
た
が
、
頭
で

は
理
解
で
き
て
い
た
こ
と
も
実
際
に
講

習
を
受
け
て
異
形
管
防
護
の
必
要
性
に

つ
い
て
認
識
を
改
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

付
属
設
備
で
は
、
水
道
管
に
付
属
す

る
バ
ル
ブ
、
空
気
弁
、
消
火
栓
の
種
類

や
、
設
置
場
所
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

研
修
に
参
加
さ
れ
た
㈱
松
尾
設
計
公

共
設
計
部
上
和
田
泰
雅
様
か
ら
、
研
修

報
告
を
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
き
ま
し
た

の
で
、
ご
招
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
6
年
7
月
26
日（
金
）に
令
和
6

年
度
第
2
回
技
術
研
修
会
が
北
九
州
市

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
ム
ー
ブ
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
。
技
術
研
修
会
は
2

部
に
分
け
ら
れ
て
行
わ
れ
た
。
第
1
部

は「
水
道
管
路
に
お
け
る
水
理
設
計
」と

題
し
水
道
管
路
に
お
け
る
水
理
設
計
に

お
い
て
の
水
理
学
の
概
要
、
水
理
設
計

の
概
要
、
水
理
公
式
、
管
径
の
算
定
、

水
撃
圧
に
つ
い
て
、
説
明
が
行
わ
れ

た
。は

じ
め
の
水
理
学
の
概
要
で
は
、
水

道
管
が
な
ぜ
円
形
な
の
か
、
静
水
圧
、

設
計
水
圧
の
基
準
な
ど
の
管
路
に
加
わ

る
圧
力
、
損
失
水
頭
な
ど
の
磨
擦
損
失

に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
た
。

次
の
水
理
設
計
の
概
要
で
は
、
管
路

設
計
の
手
順
、
水
理
計
算
の
必
要
性
や

配
水
方
式
、
配
管
方
式
の
特
徴
に
つ
い

て
説
明
が
行
わ
れ
管
路
設
計
の
手
順
で

は
、
基
本
計
画
か
ら
竣
工
検
査
ま
で
の

流
れ
を
教
わ
っ
た
。

水
理
計
算
の
必
要
性
で
は
、
水
道
の

蛇
口
か
ら
水
を
出
す
た
め
に
は
、
圧
力

が
必
要
な
事
や
、
水
が
管
の
中
を
流
れ

る
距
離
が
長
く
な
る
と
摩
擦
に
よ
る
抵

抗
が
大
き
く
な
り
水
が
出
な
く
な
る
こ

と
が
あ
り
、
流
速
が
大
き
く
な
る
と
内

面
ラ
イ
ニ
ン
グ
を
痛
め
、
小
さ
い
と
滞

留
時
間
が
長
く
な
り
、
残
留
塩
素
が
低

下
し
水
質
へ
の
影
響
が
あ
る
な
ど
の
説

技
術
研
修
会
を
振
り
返
っ
て

技
術
研
修
会
を
振
り
返
っ
て
寄稿

第２回
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